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発
き
に
吾
人
は
世
界
繧
濟

の
意
義
を
考
察
す

る
に
當
b
て
、
交
通
の
範
園
及
禮
系
よ
り
見
て
世
界
経
済

に
似
て

非
な

る
も
の
を
列
畢
し
穴
。
次
に
は
更

に
交
通
の
形
式
及
び
秩
序
よ
り
見
て
何
が
世
界
脛
濟
ε
呼
ば

る
べ
き
か
を

討

漁
る
で
め
ら
ふ
。

ぬ

カ

む

　

う

ら

も

ロ

先

づ
世
界
経
済
は
必

し
も
文
化
経
濟

π
る
を
要
し
な

い
で
、
た
ε

へ
自
然
経
済

の
階
段
に
止
ま
る
も
、
世
界
を

範
酎
ピ
す

る
交
通
経
済
で
あ
る
な
ら
ば
、
之
を
世
界
経
済

ε
見
る
の
が
穏
當
で
あ
る
ε
思
ふ
。
自
然
ご
文
化
ε
を

ぬ

セ

ヨ

ぬ

匠
別
す
る
標
準
に
は
種
々
の
説
あ
る
も
、
簡
軍
に
謂

へ
ば
自
立
精
神
の
開
獲
さ
れ
な

い
以
前
の
活
動
及
産
果
が
自

然
で
あ
り
、
其
が
開
獲
さ
れ
た
る
以
後

の
活
動
及
産
果
が
丈
比
で
あ
る
。
自
立
精
神
の
中
に
は
自
畳

、
自
主
、
自

由
、
自
決
の
意
義
を
包
含
し
、
理
想
や
雷
鳥
の
願
望
叉
は
自
己
示
命

に
從

っ
て
行
動
す

る
も
の
が
文
化
現
象
で
め
.

り
、
之
を
映
ぐ
も

の
が
自
然
現
象
で
あ
る
。
而
し
て
経
済
の
上
に
向
け
ら
れ
だ
る
自
然

ξ
文
化

ご
の
画
別
に
は
二

逼
り
の
見
万
が
あ
る
。
其

一
は
箇
人
の
経
済
生
活

に
就
て
二
者
を
匠
別
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
経
済
生
活

に
自
豊

さ
れ
た
る
統

一
心
意
な
く
、
衝
動
の
ま
＼
に
行
動
し
未

だ
功
利
主
義
を
執
る
ま
で
に
す
ら
進
ま
な
い
階
段

に
あ
る



0

も
の
は
之
を
自
然
経
済
生
活

ε
な
し
.
功
利
主
義
又
は
其
以
上
に
立
ち
て
當
爲
の
方
向
を
決
定
し
計
嵩
を
案
じ
て

行
動
す
る
も
の
ぱ
之
を
文
化
経
済
生
活
ε
な
す
。
今
も
野
嬢
人
に
は
自
然
経
済
主
幹
を
な
す
も
の
が
ぬ
り
、
小
見

は
凡
て
此
の
階
段

に
止
・ま
る
が
、
大
多
藪

の
民
族
叉
は
成
人
は
概

し
て
文
化
縄
濟
生
活
を
警

ん
で
居

る
。
其
二
は

箇
人
の
経
済
生
活
が
湘
交
渉
し
綜
合

さ
れ
た
る
経
済
肚
會
叉
は
交
通
肚
會
に
就
て
自
然

ε
文
化
ε
を
匪
別
す
る
も

オ

ピ

の
で
あ
る
。!
縄
済
世
曾
が
其
組
成
看
た
る
箇
人
の
自
つ
か
ら
な
る
意
志
競
合

(稀
に
融
合
)
に
由
來
す

る
獣
約
文
は

慣
習
の
力

に
て
脛
濟
組
織
を
具

へ
経
済
運
瞥
を
事
.・し
す

る
間
は
之
を
自
然
経
済
肚
會
こ
な
し
、
脛
濟
肚
會
共
も
の

が
自
立
し
て
経
済
組
織
を
建
て
経
済
連
管
を
行

ふ
に
至
る
ε
き
は
之
を
文
化
経
済
肚
曾

ピ
な
す
。
薙

に
耐
會
其
も

の
が
自
立
す

ざ
云
ふ
は
、
血
曾
・心
急
を
決
定
し
遂
行
す

る
ご
云
ふ
意
識
を
以
て
肚
會
機
關
の
地
位
に
就
け
る
箇
人

こ

　

が
自
つ
か
ら
肚
曾
ご
し
て
就
曾
の
爲
に
思
ひ
且

つ
行

ひ
、
其
に
由

っ
て
肚
會
の
共
同
生
活
が
費
現
せ
ら
れ
居
る
欺

態
を
指
す

の
で
め
る
。
換
言
す
れ
ば
、
交
通
止

の
統
制
秩
序

が
自
豊
な
き
肚
會
心
意

に
よ
り
て
支
持

さ
る

、
か
將

た
自
畳
せ
る
.耽
曾
・心
意
が
肚

曾
の
組
成
者
π
る
箇
入
の
行
爲
に
謝
し

一
定
の
制
規
を
権
守
せ
し
む
る
に
よ

っ
て
保

持

せ
ら
る

、
か
が
、
自
然
ご
文
化
ε
の
岐

る

、
所
で
あ
る
。
輩
"
自
然
経
済
又
は
文
化
輕
濟
ご
云
ふ
ε
き
は
此
の

経
済
肚
會

に
就

て
見
た
る
匠
別
で
あ
る
。

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
の
謂
ゆ
る
見

え
ざ

る
手
に
よ
り
て
調
整

さ
る

、
箇
人

自
由
の
輕
潜
血
會
は
自
然
脛
濟
で
あ
り
、
肚
會
主
義
の
主
張
は
脛
濟
肚
會

の
高
鍋
的
統
整
を
眼
目
ε
な
し
色
彩
の

最
も
鮮
明
な
る
文
化
経
済
肚
會
を
建
立
せ
ん
ご
す

る
に
あ
る
。
近
代

の
國
民
輕
濟
は
大
艦

に
於
て
已

に
自
然
経
済

論

叢
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界
讐
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嚢

、
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を
越

へ
て
文
化
纒
濟
に
移

っ
て
居

る
。

.

周
く
知
ら

る

、
如
く

ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ド
は
脛
濟

の
獲
蓮
を
交
易
の
黙
よ
り
見
て
、
自
然
経
済
、
貨
幣
経
済
及
び

信
用
輕
濟
の

二
期
に
分
っ
て
居

る
が
、
私
は
之
を
自
然
経
済
及
び
文
化
経
済
の
意
義
に
見
直
ほ
し
た
い
。
後
人

の

指
摘
せ
る
.如
く
、
信
用
経
済
は
貨
幣
脛
濟
よ
り
派
生
せ
る
も
の
ピ
見
て
之
を
貨
謄
経
済

の
中

に
包
撮
す
る
も
差
支

な

い
が
、
同
時
に
叉
、
貨
幣
の
創
設
流
通
は
肚
曾
の
共
同
信
用
の

一
具
現
な
れ
ば
、
信
用
を
廣
く
解
し
て
貨
幣
経

済
を
信
用
経
済
の
中

に
包
撮
せ
し

め
て
も
差
支
な
い
。
孰
れ
に
し
て
も
貨
幣
及
信
用
の
獲
生
煎
肚

曾
.心
意
の
成
長

を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
其
筈
の
獲
生
以
前
に
於
け
る
幼
稚
な
る
自
然
脛
濟
が
成
熟
し
て
次
代
の
文
化
経
済
に
入

ら

ん
こ
す
る
標
徴
で
あ
る
。
後
に
自
覚
さ
れ
た
る
肚
會
心
慮
が
特
設
さ
れ
た
る
肚
會
機
關
に
依
り
て
貨
幣
の
供
給

又
は
信
用
の
調
整
を
行
ふ
時
に
至
り
て
、
始
め
て
安
ん
じ
て
文
化
経
済

の
成
立
を
是
認
し
得

る
の
で
あ
る
。
自
然

脛
濟
よ
り
文
化
纒
濟

へ
の
進
化
は
分
業

に
就
て
明
か
に
指
摘
し
得
ら
る

、
。
経
済
上
の
分
業
も
初
め
は
無
意
識
酌

に
獲
生
し
紀
.る
自
然
…経
済
の

一
組
織
に
過
ざ
な
い
。
其
は
肚
會
よ
り
見
れ
ば
合
禮

に
於
け
る
分
業
で
あ
る
が
、
替
業

者

の
立
場
に
於
て
は

「
箇
膿
の
事
業
で
め
つ
て
肚
會

の
企
業
を
分
擢
す
る
ε
云
ふ
意
識
は
な
い
、
肚
會
よ
り
見
陀

る
分
業
を
支
持
す
る
も
の
は
唯
だ
自
然

の
作
用

旺
あ

っ
て
意
志
の
作
爲
で
な
い
。
次
で
人
々
が
其
事
業
を
似
て
砒

會

に
於
け
る
企
業
の
分
撚
な
り
ε
意
識
す

る
に
至
れ
ば
、
な
ざ

へ
肚
會
の
爲
に
肚
會
ε
し
て
経
管
す
る
ま
で
に
推

接
し
な
ぜ

し
て
も
、
肚
寡

業
の
熱

を
持
し
て
自
己
の
妻

を
羅

決
定
し
量

箭

會
心
意
盤

倉
機
湖

`



■

に
依

っ
て
意
識
的
に
分
業

の
偏
倚
を
矯
正
し
且

つ
勢
業
を
し
て
企
業

ご
し
て
の
敷
果

を
獲
挿
せ
し
め
ん
こ
ご
を
企

圖
す

る
に
至
る
潭
真
庭
に
自
然
経
済
よ
り
文
化
縄
濟

へ
の
推
移
を
認
む
る
。
歳
會
主
義
は
耐
會
心
意
が
蚕
業
を
構

成
す
る
分
業
を
計
譲
的
に
配
慨
す

る
所

の
成
熟
期
の
文
化
経
済
を
目
標
窪
し
て
居

る
。
現
代
の
国
民
経
済
は
樹
ほ

其
境
地
を
去

る
こ
ε
頗

る
遠
き
も
、
も
は
や
白日
然
の
調
節

に
依
頼
す
る
分
業
組
織
を
遙
か
に
過
去

っ
て
居
る
も
の

で
あ
る
。
省

ほ
序

な
が
ら
自
然
樫
濟
ε
文
化
縄
濟
ご
を
匪
別
す

る

↓
特
徴
ε
し
て
経
済
恐
慌
を
翠
ぐ
る
も
徒
事
で

は
め
る
ま
い
。
自
.然
に
は
周
期
律

が
行
は
る

、
。
恐
慌
が
周
期

に
凝
生
せ
る
原
因
に
就
て
は
種
々
の
説
あ
る
も
、

根
本
的
原
因
ば
脛
濟
計
　曾
が
自
然
の
ま

、
に
放
任
せ
ら

る

、
に
由
り
て
需
給
の
均
衡
及
偏
差
並
に
企
業
の
安
定
及

倒
起
が
循
環
的
に
生
起
す

る
に
卦
な
ら
澱
。
近
代
英
国
に
於
て
最
も
規
則
正
し
く
恐
慌
が
穫
生
し
た
る
は
、
其
の

経
濟
組
織
が
進
歩
せ
る
産
業
飲
態
ご
徹
底
せ
る
自
由
主
義
制
蓬
に
由
り
、
機
械
的
に
最
も
よ
く
整

へ
る
自
然
縄
濟

に
近
か

っ
た
故
で
あ

る
。
今
日
の
国
民
経
済
は
概
ね
恐
慌
の
獲
生
を
豫
防

し
叉
は
其

の
波
及
を
阻
止
す

る
に
力
む

.る
。
斯
く
て
た
ε

へ
恐
慌
の
來
る
こ
ε
を
避
け
得
な
い
ε
し
て
も
其
が
周
期
的
に
起
ら
な
い
の
は
、
作
爲
に
よ
ウ

て
自
然
を
制
す
る
文
化
脛
濟

の
致
す
所
で
め
る
。
.唯
だ
国
民
経
済
の
作
爲
的
制
度
及
政
策

ご
錐
も
、
園
外
よ
り
来

る
恐
慌

の
原
因
仁
封
し
て
は
甚

だ
微
力
で
あ
る
ε
共

に
、
恐
慌
は
國
内
よ
り
も
寧

ろ
世
界
市
場
に
其
の
活
動

の
舞
.

毫
を
移

し
つ
、
あ
る
。
而
し
て
世
界
市
場

に
恐
悦
が
定
住
し
て
各
国
の
市
場
を
騒
が
す
ざ
云
ふ
こ
ざ
は
、
や
が
て

世
界
経
済
が
未
だ
文
化
経
済

に
到
達
し
て
居

な
い
こ
ε
を
示
す

一
の
標
徴
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
訟
。
.恐
慌

に
類

せ
る

論
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こ
`
は
対
外
貿
易
叉
は
野
外
牧
支
の
自
然
的
調
納即
に
就
て
も
吉
口
ひ
得
る
。

バ
ス
チ
ア
其
他

の
自
然
派
経
済
學
者
の

唱

へ
π
る
輸
属
人
の
自
動
的
均
衡
回
復
の
法
則
.
現
代
に
あ
っ
て
は
封
外
戦
支

の
自
動
的
均
衡
回
復
の
法
則
の
如

き
、
之
を
自
然
経
済
に
就

て
見
る
ε
き
は
略
ぼ
愛
竄
し
得

る
も
、
其
筈

の
均
衡
を
人
魚
的
に
按
排
せ
ん
ε
す
る
現

代
の
国
民
輕
濟
に
め

つ
て
は
も
は
や
其

の
生
地

の
法
則
を
看
取
す
る
な
ら
ば
出
來
な

い
。
今
は
韓
じ
て
此
の
法
則

の
作
用
を
世
界
脛
濟
上
の
貨
物
及
貨
幣

の
分
配
に
尋
ね
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。

国
民
を
範
園
ど
す
る
交
通
経
済
は
己
に
白
蔓
さ
れ
た
る
国
民

56
意

に
由

っ
て
其

の
秩
序
を
整

へ
つ
＼
あ
る
が
、

世
界
を
範
園
こ
す
る
変
通
経
済
の
秩
序
は
今
の
所
で
は
俗
ほ
自
畳
さ
れ
た
る
世
界
心
意
の
所
産
で
な
く
.
各
国
民

ナ

ノ

心

急
及
び
箇

人
心
意

の
自

つ
か
ら
な

る
競
合
(
稀
に
融
合
)
に
由
り
て
形
成
さ
れ
て
居
る
。
例

へ
ば
国
際
生
産
分
業

の
如
き
も
輩
に
各
国
民
に
分
布
さ
れ
把
る
富
源
及
び
其
薯

の
習
熟
し
た

る
技
術
並
に
各
國
の
主
我
的
政
策
の
下
に

定
ま
る
産
業
の
種
類
が
、
自
然
に
世
界
変
通
上
に
於
け
る
分
業

の
形
相
を
な
せ
る
に
止

点
り
、
真
庭

に
世
界

の
塗
.

業
を
分
推
す
る
何
等
の
意
圖
も
な
く
工
夫
も
施

さ
れ
で
居
な
い
。
叉
世
界
市
場

に
於
て
は
金
貨
幣
が
流
蓮

一
且

つ

複
雑
な
れ
ざ
頗

る
規
則
正
し
き
爲
替
組
織
を
形
成
し
て
居

を
が
、
其

の
貨
幣
交
通
制
は
黙
約
及
慣
習
の
方
に
由

る

自
然
秩
序

に
騰
し
、
世
界
、瀞
意
が
意
識
的
に
建
設
せ
る
も
の
で
な

い
。

斯
の
如
く
世
界
に
亘
る
経
済
交
通
に
は
國
民
纒
濟
に
見

る
が
如

き
文
化
肚
會
的
秩
序

は
成
立
し
て
居
な
い
が
、

之
を
目
し
て
無
秩
序

の
経
済
交
通
に
過
ぎ
な

い
ピ
見

る
な
ら
ば
其
は
人
な
る
謬
り
で
あ
る
。
我
等
は
世
界
交
通
に

,



於
け
る
財
の
需
給
に
就
て
豫
見
し
豫
期
し
豫
足
し
得

る
。
其
は
其
威
に

一
定
の
秩
序

が
存
在
し
且

つ
其
存
在
を
認

め
居
る
か
ら

で
あ
る
。
唯
だ
其
秩
序
た
る
や
文
化
秩
序

で
な
く
自
然
秩
序

で
あ
り
、
自
然
経
済
ご
し
て
の
世
界
交

通
縄
濟
を
認
識
す
る
の
で
め
る
。
文
化
経
濟
π
る
今
の
國
茂
脛
濟
を
標
準
ε
し
て
見

る
な
ら
ば
世
界
に
亘
る
脛
濟

n

変
通
は
交
通
経
済
ε
言

へ
な
い
か
も
知
れ
澱
。
さ
れ
ぞ
、衆
議
制
の
組
織

に
達
し
明
示
的
に
箇
人
の
意
志
を
結
合
せ

弓

・
近
代
・
文
段

家
・
み
嚢

…

て
、
饗

・
雫

・
更

・
意
志
・
唯
だ
票

的
・
結
合
せ
一

∴

止
ま
る
寝

の
自
然
國
・
は
成
家
で
な

い
ε
云

ふ
・
・
の
偏
狭
な
る
如
-
、
・
然
・
序
の
下
に
あ
る
奮

父
響

噸

錐
も
荷
も
秩
序
を
具
有
す

る
限
り
は
、
世
界
を
範
園

ε
す

る
経
済
交
通
の

一
團
を
認
め
て
之
を
世
界
経
済
ε
な
し

諭㎜

國
【民
脛
濟

ε
同
列

に
置

く
こ
ε

は
{電
も
不
合
理

ご
は

盲
目
へ
な

い
の
で
♪の
る
。

蜘

ブ
ハ
多

氏
は
世
暴

濟
釜

在
を
是
認
し
て
由百
ふ
。
「近
代
の
資
奎

譲

世
界
資
奎

華

あ
る
・
意

味

「
臆

は
資
本
主
義
的
生
産
状
態

が
全
世
界
を
支
配
し
且

つ
碾
き
脛
濟
的
紐
帯
を
以

て
地
上
の
総
て
の
部
分
を
結
束
す
る
,
面お

ξ

吉

ふ

に

め
る
。
肚
會
繧
濟
は
現
代

に
あ

っ
て
は
世
界
経
濟
に
於
て
具
膿
的
に
現
示
さ
れ
て
居

る
。
世
界
経
済

㎝㎝

ゐ

エ

コ

は
現
實

に
存

在
す

る
統

↓
膿

で

め
る
。
:
・…
,・.近

代
世

界
経
済

の
腱

制
を
形
成
す

る
軍
位
は
、
も

は
や
箇

々
の
企
業

囲

に
あ
ら

で
寧

ろ
複
雑
な

る
結

合
禮

た
る
画

家
資

本

主
義
的

ツ
ラ
ス
ト
」
で
あ

る
。

…

…
・資

本
主
義
的

国
民

経
済

・叫曲

は
己
に
不
合
理
的
艦
制
よ
り
合
理
的
組
織

に
移
b
圭
禮
な
き
輕
濟
…よ
り
経
済
主
艦
に
攣

つ
陀
。
此
の
繍
久韓
は
金
融

翫

資
本
主
義
の
成
長
ざ
「
ブ
ル
ジ

ョ
ア
」
の
裡
濟
的
隊
治
的
組
織
の
鐘
合

に
基
因
す
る
。
併
し
な
が
ら
其
ご
同
時

に
資

り

論

叢

世
界
郷
濟
の
意
義

第
十
入
巻

(第
二
號

六
七
)

四
六
一

'
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論

叢

世
界
経
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意
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・

第
+
八
巻
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二
號

六
八
)

四
宍
二

本
主
義
的
生
産
の
無
政
府
状
態
其
の
も

の
が

↓
般
に
終
局
を
告
げ
資
本
主
義
的
商
品
生
産
者
の
競
争
が
潰
滅
し
た

も

も

鐸
で
は
な

い
。
否
な
斯
か
る
現
象
は
引
続
き
襲
留
す
る
の
み
な
ら
す
却

っ
て

一
層
深
刻

ε
な

っ
て
、
今
は
世
界
経

濟

の
舞
藁
に
於

て
再
現
さ
れ
て
居

る
。
世
界
経
済
艘
制
は
以
前

の
国
民
脛
濟
ぜ
同
様

に
盲
目
的
.
不
合
理
的
且

つ

「
無
主
膿
的
」
で
あ
る
。
ブ

ガ
リ
ソ
氏
が
世
界
資
本
主
義
の
活
動
舞
藁
を
以
て
世
界
経
済

ざ
な
せ
る
は
生
産
経
済
組

織

の
方
面
よ
り
世
界
経
済
を
観
察
せ
る
も
の
で
め
る
。
吾
人
は
今
、
世
界
経
済

の
意
義
を
討

蹴
る
に
止

め
其

の
組

織
の
内
容
如
何
に
就
て
は
之
を
別
問
題

乏
し
て
之
に
論
及
す
る
こ
ε
を
差
控

へ
る
。
唯
だ
氏
が
今
日
巳
に
世
界
経

済
は
盲
目
的
、
不
合
理
的
、
無
主
器
的
な
が
ら
實
在
す

る
ε
言

へ
る
は
、
吾
人
の
用
語

に
よ
れ
ば
自
然
脛
濟

`
し

て
の
世
界
経
済
が
存
在
す

る
ご
云
ふ
に
當
る
。
殊
に
氏
が
世
界
経
濟

に
劃
し
て
国
民
経
済
を
合
理
的
、
自
主
的
組

織
膿
ξ
な
し
、
其
の
然
る
所
以
を
偏

へ
に
政
治
團
艦
の

36
意
に
求
め
な

い
で
寧
ろ
経
済
肚
會
心
意
に
旛
す
る

「
国

家
資
本
主
義
的
ト
ラ
ス
ト
」
の
致
す
所

ε
見
た
る
黙
は
、
其
の
見
解
の
當
否
は
別
-し
し
て
其

の
考
察

の
見
地
に
至

ワ
て
は
、
ビ
藷
ピ
ヤ
、
デ

イ
ー
川
に
諸
氏
の
政
治
経
済
的
見
解
に
基
C
世
界
経
済
否
認
説
を
打
破
る
に
足
る
有
力

な
る
根
振
蓬
な
る
で
あ
ら
ふ
o

躍
純

に
脛
濟
組
織
を
考

へ
る
入
は
、
國
艮
経
済
を
も
分
業
及
交
換
の
組
織
よ
り
成

れ
る
無
主
盟
の
纒
濟
で
あ
る

蓬
云
ふ
。
國
民
経
済
は
決

し
て
斯
か
る
低
級

の
自
然
経
済
で
は
な
い
が
、
其
程
度
の
組
織

に
て
も
必
し
も
交
通
脛

の

濟
の
成
立
を
妨
げ
な

い
。
ウ
イ
デ
ソ
フ
エ
ル
ド
民
の
謂

へ
る
世
界
纏
濟
は
此
程
度
の
交
通
経
済
を
指

補

し

て

居

2,Wicdenfeld「`Weltwi止'仁schaft'in

scha丘,3Au廿.
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、
る
ρ
併

し
實
際
に
於
て
世
界
脛
濟
の
組
織
は
其
よ
b
も
遙
か
に
複
雑
精
妙
な

る
も
の
で
め

る
。

上
述

の
如
く
世
界
を
範
圃
ε
す
る
経
済
交
通
は
自
然
的
な
が
ら
も

一
定
の
秩
序
を
具

へ

　
團
の
交
通
経
濟
を
形

成
し
て
居
る
か
ら
、
此
黙

に
於
て
之
を
世
界
経
済
ご
粥
す

る
の
で
あ
る
が
、
併
し
斯
の
如
き
は
安
全
に
世
界
経
済

の
存
在
を
是
認
し
得

る
ご
云
ふ
に
止
ま
り
、
實
際
に
於
て
共
は
己
に
幾

分
か
文
化
経
済
の
階
段

に
上
っ
て
居

る
の

で
あ
る
。
世
界
脛
濟
の

】
部
た
る
國
際
経
済
は
既
に
国
際
法
に
よ
b
て
可
な
り
廣

い
範
國
ま
で
其
交
通
秩
序
を
支

持
し
て
屠

る
。
斯

か
る
国
際
経
済
制
度
に
聯
關
す
る
園
内
経
済
制
度
は
各
國
が
其

々
国
際
條
約

に
相
恋
す
る
園
内

注
を
制
定
し
て
世
界
的
に
秩
序
維
持
の
任
に
當

っ
て
居

る
。
其
筈
は
後

に
述

ぶ
る
政
治
樫
濟

に
麟
す
る
も
、
其
性

質
鼠
も
絃
や
自
然
的
秩
序
で
な
く
文
化
的
秩
序

で
あ
る
。
又
同
じ
く
世
界
纏
濟
の

】
部
た
る
萬
民
経
済

の
方
面
に

於
て
も
、
企
業
者
叉
は
勢
働
者
は
た
ご

へ
目
的

は
限
定
さ
れ
勢
力
は

一
部
局
に
止
ま

る
も
術
ほ
世
界
的
企
圖
の
實

現
を
試
み
、
幾
分
づ

、
世
界
変
通
の
上
に
黄
化
的
秩
序
を
寄
與
し

つ
、
あ
る
。
唯
だ
世
界
経
済

一
般
に
就
て
言

へ

ば
時
代
は
街
は
自
然
纒
濟

の
階
段
に
止

っ
て
居

る
。

コ

や

も

も

次
に
今

一
っ
、
世
界
経
済
の
交
通
秩
序

に
就
て
考

ふ
べ
き
黙
は
、
世
界
纏
濟
は
必
し
も
敬
治
経
済

℃
奚
琴
巴

ち

も

へ

や

国
8
昌
童

}・

起

る
を

要
し
な

い
で
、
軍
縮

脛
濟

に
止

ま

る
も
差
支

な

い
ご
云

ふ
こ
ご
で
あ

る
。
世
界
を
範
園

こ
す

る
纒

濟
交
通

が
政
治

上

の
秩
序

に
よ
り

て
支

持

さ
れ

な

い
こ
し
て

も
、
其
は

一
の
交
通
経
済
を
成

立
せ

し
む

る
黙

論

叢

世
界
縄
濟
の
意
義

第
十
八
巻

〔第
二
號

六
九
)

四
六
三



論

叢

世
界
超
濟
の
意
義

第
†
八
巻

(第
二
號

七
〇
)

四
六
四

に
於
て
不
完
企
`
は
言
ひ
得

る
も
不
可
能
ご
は
育
ひ
得
ら
れ
な
い
。
国
民
経
済
は
明
か
に
政
治
脛
濟
で
め
る
が
、

其
ざ
同
質
の
も
、の
で
な
け
れ
ば
交
通
経
濟
は
成
立
し
得
な

い
ε
見

る
な
ら
ば
、
其
は
政
治
秩
序

の
外
に
脛
濟
秩
序

の
存
す
る
こ
ε
を
知
ら
ざ

る
謬
見
で
あ
る
。

・政
治
経
濟
の
意
義

に
就

て
は
種
々
の
愛
遷

が
あ
り
、
文
人
に
よ
り
て
所
見
を
異
に
す

る
が
、
藪

に
政
治
纏
濟

ε

云
ふ
は
、

青
い
傅
統
よ
り
来
れ
る

家
庭
経
済

に
封
ず

る
政
治
経
済
で
も
な
く
、

オ
ッ
ペ
ソ
.ハ
イ
マ
ー
氏
の
謂
ゆ

る
純
経
済
に
封
ず

る
政
治
経
済
で
も
な
く
、
又
経
済

の
理
論
に
勤
す
る
繧
濟
政
策
の
意
味
に
於
け
乃
政
治
縄
濟
で

も
な

い
。
余
は
脛
濟
交
通
の
秩
序
が
主
こ
し
て
国
家

の
統
制
の
下
に
立

つ
ε
き
之
を
政
治
経
済
.こ
呼
ぶ
。
経
済
交

通
ぜ
難
も
其
が
普
通
の
共
同
盤
活

の

一
部
を
な
す
限
り
に
於
て
は
常

に
国
家
の
統
制

に
服
し
、
経
済
ε
政
治
ε
が

全
く
渓
交
渉
な
る
場
合
は
存

し
な

い
。
蓋
し
政
治
は
普
通
の
共
同
生
活
に
就
て
、
全
騰
.心
意
が
分
身
に
、
叉
は
集

團
心
意
が
箇
膿
に
向

っ
て
、
血
膿

ε
し
て
叉
は
集
團

の
爲
に
活
動
せ
ん
こ
ご
を
要
求
し
、
其
要
求
の
實
現
を
保
障

す

る
こ
ε
に
存
し
、
縄
濟
交
通
も
恋
死

の
普
通
の
共
同
生
活
の
範
困
に
加
は
り
居
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ご
経
済

交
通
の
み
に
特
殊
な
る
方
面
に
撤

し
て
は
国
家
は
必
然
に
之
を
支
配
す
る
こ
ε
な
く
、
時
代
に
よ
り
て
或
は
之
を

放
任
し
或
は
之
に
干
渉
す

る
。
其
干
渉
は
国
家
が
私
人
の
経
済
行
爲
を
監
督
保
護
す

る
か
或
は
国
家
自
ら
纒
濟
業

.
務
を
實
行
ず
る
か
に
あ
る
が
、
孰
れ
に
し
て
も
国
家
が
経
済
交
通
其
事
の
秩
序
を
左
右
す
る
に
至
る
ε
き
は
∵
其

の
交
通
脛
濟
が
政
治
脛
濟

ご
な
り
、
國
家
よ
り
放
任

さ
れ
て
濁
自

の
交
通
秩
序

を
保
有
す
る
躍
純
脛
濟

ご
匠
別
せ

3)OppenheimerTheoriederreinenandpolitischenOekonomie,4Aufl.S.

84,

唱



ら
る

、
。
國
家
の
職
分
は
最
小
限
度
に
於
て
共
同
生
活
の

一
般
秩
序
を
維
持
す

る
。
從

っ
て
国
家
が
、
例

へ
ば
箇

ド
八
の
生
命
を
保
護
す
.る
ご
同
趣
旨
の
法
益
観
念
を
以
て
私
有
財
産
を
保
護
し
、

一
般

に
契
約

の
自
由
を
保
障
す
る

中
に
勢
働
雇
傭
契
約
を
色
合
せ
し
め
、
公
共
の
秩
序
ヌ
は
善
頁
の
風
俗
を
擁
護
す
乃
目
的
を
以

て
市
場
取
引
又
は

対
外
貿
易

に
干
渉
す
る
に
止
ま
る
問
は
、
た
ε

へ
其
が
経
済
交
通

に
封
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
も
普
通
の
共
同
生
活

の
秩
序
を
維
持
す
る
種

々
の
場
合
に
外
な
ら
む
.
い
。
然
る
に
国
家
が
企
業
奨
働

の
矯
め
に
財
産
使
用

の
特
椹
を
認

め
、
雇
傭
契
約
に
於
て
労
賃
の
最
低
額
を
制
限
し
、
買
占
叉
は
費
惜
を
抑
制

し
、
貨
物
の
輸
出
入
を
調
節
す

る
が

如
き
、
経
済
交
通
其
事
に
特
有
な
為
方
面
に
ま
で
干
渉
を
試
み
、
纏
濟
組
織
及
び
経
濟
運
糖
に
就
て
局
外
の
地
位

よ
り
當
局
の
地
位

に
移
る
ご
き
は
、
軍
純
経
済
の
秩
序

が
政
治
経
済

の
秩
序
に
愛
化
し
來
る
の
で
あ
る
。

国
家
が
交
通
経
済
を
構
成
す
る
経
済
交
通
軍
位
の

↓
ε
し
て
、
箇
人
、
家
族
及
び
肚
團
等
の
輩
位
ε
同
列
に
立

ち
、
其
自
禮

の
経
済
生
活
殊

に
財
政
を
畳
む
こ
ご
は
何
時
の
時
代
ε
錐
も
製
b
は
な
い
。
さ
れ
ご
國
家
が
其
の

一

野
卑
位
た
る
地
位
を
越

へ
て
、
国
家
の
統
制

に
服
す

る
総
て
の
人
格
者

の
輕
濟
生
活
及
其
筈
の
間

の
経
済
交
通
に
ま

で
統
制
の
範
圃
を
贋
め
、
普
通
共
同
生
活
に
關
す

る
秩
序
以
外

に
経
済
交
通

に
關
す

る
秩
序
を
も
掌
握
す

る
に
至

っ
た
の
は
、
實

に
近
代
交
通
経
済

に
見
る
顕
著
な
る
特
色
で
あ

っ
て
、
「
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ

ム
」
の
歌
策
は
交
通
脛

濟
の
殿
展

に
於
て

一
時
代
を
劃
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
国
家
統
制
の
範
圃
は
人
ε
場
所

こ
に
於
て
明
瞭
に
限
定
ざ

る
、
が
、
国
家
が
其
統
制
範
圃
中
に
経
済
交
通
其
事
を
も
牧
容

し
経
済
上
の
秩
序
を
も
定
立
し
保
持
す
る
に
至

っ
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て
共
ま
で
漠
然
た
り
し
交
通
経
濟
の
範
圃
も
始
め
て
明
確

ε
な
り
、
真
庭

に
国
民
経
済
な
る
政
治
経
済
を
成
立
せ

し
め
π
。

国
民
経
済

の
中
に
於
け
る
国
家
の
地
位
に
は
二

つ
あ
る
。
其

一
は
脛
濟
交
通
軍
位
ご
し
て
経
済
生
活
を
管
む
所

の
国
家
で
あ
り
、
其
二
は
国
家
に
属
す

る
継
て
の
経
濟
交
逼
軍
位
に
.射
し
統
制
秩
序
を
司
ご
る
所
の
国
家

で
あ
る

然
る
に
此
の
二
つ
の
地
位
は
近
時
国
家
思
想
及
国
家
組
織
の
進
歩
す

る
に
つ
れ
て
次
第
,に
面
目
を
改
め
、
二

つ
が

合
し
て
唯

一
の
目
的
に
向

っ
て
合
致

せ
ん
ご
す
る
傾
向
が
あ
る
。
先
づ
国
家
の
経
済
生
活
殊
に
財
政
上
の
地
位
に

就
て
吉日
へ
ば
、
国
家
は
戯
等
の
建
立
せ
る
共
同
生
活
の
最
高
團
艦
で
あ
る
ご
見
る
観
念
が
普
及
す
る
に
從
ひ
、
國

家
の
財
政
を
以
て
私
人
各
別
の
世
帯
ご
並
立
す

る
共
同
の
世
帯
`
な
し
、
国
家
の
要
す
る
経
費
は
我
等
の
共
同
の

負
措
な
る
こ
ε
を
鑑
倍
す

る
に
至

っ
た
。
從

っ
て
私
人
の
家
計

ε
国
家

の
財
政
ε
の
境
界
は
、
唯
だ
或
生
活
内
容

を
以
て
私
人
各
別
の
仕
箏
ξ
な
す
ε
国
家
の
手

に
於
て
行
ふ
共
同
の
仕
事
ε
な
す
ε
孰

れ
が
有
敷
多
果

な
る
か
を

判
断
す
る
に
よ
っ
て
決

せ
ら
る

、
。
斯
く
て
国
家
財
政
の
眞
の
機
能
は
、
私
人
ε
国
家
ε
の
間

に
於
て
生
活
内
容

及
之
に
相
慰
す

る
財
務
経
理
を
適
當
に
配
當
し
、
各
別
及
共
同
の
形
式

の
下
に
継
て
の
箇

人
若
く
は
其
等
の
統

一

的
企
腸
の
物
質
的
要
求
を
送
達
す
る
こ
ε
に
存
す
6
。
是

に
於
て
か
国
家
財
政
は
も
は
や
輩
に

一
経
済
単
位
の
財

務
経
理

に
止
ま
ら
な
い
で
国
民
全
艦
の
縄
濟
生
活
を
統
制
す

る
程
度
に
進
み
.
叉
之
ε
聯
關
し
て
國
家
の
経
濟
的

任
務
は
更

に
廣
汎
な
る
範
囲
に
蟹
隈
さ
れ
て
来
た
。
即
ち
公
私

の
経
済
生
活
を
全
ふ
せ
ん
ご
す
れ
ば
、
其
以
前
に

,



於

て
私
人
間
に
於
け
る
国
民
牧
盆
の
分
配
'を
公
正
に
普
及
す
る
を
要
し
、
分
配
額
を
大
な
ら
し
め
ん
ξ
す
れ
ば
其

前
提
ε
し
て
国
民
収
益
を
豊
密
な
ら
し
む
を
要
し
、
文
園
民
需
要
を
適
欝

に
決
定
す

る
を
要
す

る
。
從

つ
.て
国
家

は
廣
く
貨
物
の
生
産
及
び
分
配
に
就
て
も
、
私
人
の
業
務
を
監
督
し
保
護
し
、
自
ら
経
済
事
業
を
縄
管

し
、
甚
し

き
は
私
人
の
清
費
に
ま
で
干
渉
し
て
之
・こ
生
産

ε
の
調
和
を
計
ら
ん
ε
す

る
。
是
等
は
即
ち
國
家
が
交
通
縄
濟
の

統
制
看
た
る
資
格
起
於
て
行

ふ
職
務
で
め
っ
て
、
近
代
幽
家
の
経
済
上
に
於
け
る
地
位
は
財
政
よ
b
も
寧

ろ
此

の

統
制
作
用
に
於
て
重
要
覗
せ
ら
れ
、
精
励
は
財
政
其
も
の
を
も
之
を
家
計
ε
針
立
せ
し
め
て
国
家
の
統

一
的
統
制

の
中

に
包
含
し
、
園
家
は
箪
に
国
民
経
済
の
統
制
煮
た
る
地
位

に
進
み

つ
、
あ
る
。
国
民
経
済
に
統

一
意
志
な
し

三
旨
ひ
「
世
界
大
戦
常
時
に
パ
ソ
の
消
費
に
ま
で
干
渉
し
た
る
国
家
の
態
度
を
目
』

、
一
塒
の
戦
時
耽
會
主
義
制

で
あ
右
・し
畜
ふ
が
如
き
は
、
政
治
経
済
た
る
国
民
脛
濟
の
特
質
を
知
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
尤
も
政
治
経
濟
に
め

つ
て
も
必
し
も
耐
會
主
義

の
綱
領
の
如
く
廣
汎
且
つ
細
密
に
緯
濟
業
務
を
揖
挿
す
る
こ
ご
を
要
し
な

い
。
似
家
が

當
局
者

こ
な
る
よ
り
も
局
外
に
立

つ
を
得
策
ε
見
る
方
面

に
は
、
真
庭

に
私
人

の
自
由
活
動
を
許
容
す
る
も
差
支

な
い
。
抜
か
ざ
る
利
劔
が
必
し
も
切
れ
な
い
課
で
は
な

い
。
要
す
る
に
政
治
経
済
π
る
ご
軍
純
経
済
た
る
ε
の
匠

別
は
、
国
家
が
経
済
秩
序
を
定
む
る
を
以
て
原
則
ε
な
す
や
否
や

に
存
す
る
。

国
家
が
纒
濟
交
通
に
謝
し
全
し
自

由
放
任
を
執
る
ε
き
は
、
国
民
郷
済
の
名
は
寧
ろ
国
民
を
範
園
.
こ
す

る

輩

純
輕
濟
に
冠
せ
ら
る

、
が
、
現
代
の
国
民
縄
濟
は
国
家
統
制
の
T
に
立

つ
政
治
纏
濟

で
あ
る
。
然

る
に
斯
か
る
國
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家
の
地
位
に
劃
し
て
反
抗
の
態
度
を
執
り
、
国
家
が
経
済
L⊥
の
秩
序

に
干
渉

し
行
く
趨
勢
を
阻
止
し
逆
韓
せ
し
め

ん
ε
す
る
思
想
及
び
運
動
が
な

い
で
は
な
い
。
国
家
を
目
し
て
私
益
保
護

の
公
益
會
肚

ξ
な

し
、
國
家
を
し
て
軍

に

一
般
秩
序

を
維
持
す

る
政
治
の
み
に
當
ら
し
め
、
別
に
之
ご
勤
立
す

る
凋
特
の
経
済
秩
序
を
立
て
ん
こ
す
る
、

「
ギ
ル
ド
、
ソ
シ
ア
.リ
ズ
ム
」
の
如
き
、
叉
姻
家
は
必
ず
権
力
強
制
を
以
て
生
命
ご
な
し
、
且

つ
国
家
は
常
に
有
産

者
階
級
の
国
家
で
あ
る
蓬
な
し
、
国
家
を
否
足
し
て
之
に
代

る
べ
き
純
経
済
組
織

を
建
て
ん
こ
す
る
「
サ
ソ
ヂ
カ
リ

ズ
ム
」

の
如
き
が
其

れ
で
あ
る
。
さ
れ
ご
人
性
は
「
統

一
」
を
求
め
、
統

一
は
「
普
通
」
を
基
礎
ε
す
る
。
普
通
の
共

同
生
活
の
團
艦
た
る
国
家
が
特
殊
各
部
の
共
同
生
活

ご
結
合
し
、
以
て
全
般
の
共
同
生
活
を
完
成
せ
ん
こ
す

る
は
、

人
間
生
活

の
根
本
的
趣
向

ご
言
ひ
得
る
,
叉
国
家
が
有
産
者
階
級
の
機
關
ご
な
る
永
久
の
約
束
な
き
は
勿
論
、
権

力
強
制
す
ら
も
必
し
も
國
家
の
本
質
で
な

い
。
從

っ
て
国
家
が
其
本
来
の
道
を
践
み
外
づ
さ
穿
る
限
り

は
、
国
家

ご
経
済
ざ
の
關
係
ぽ
益
々
密
接
し
て
行
く
で
.あ
ら
ふ
。
唯

だ
吾
人
は
国
家
の
自
由
放
任
主
義
並
に
交
通
経
済
の
立

場
よ
り
国
家

の
闕
典
を
排
斥
す

る
態
度
に
徴
し
て
學

び
知
る
所
は
、
交
通
経
済

に
特
有
な
る
秩
序

は
必

し
も
國
家

の
定
む
る
政
治
秩
序

で
な
く
・し
も
敢
え
て
交
通
経
濟
の
成
立
を
妨
げ
な

い
ご
盲
ふ
黙
に
め
る
。
吾
人
は
真
庭

に
世

界
纒
濟

の
存
立
す

る
鯨
地
を
見
出
す

の
み
で
あ
る
。

経
済
組
織
の
方
面
よ
り
経
済
獲
蓬
の
階
段

を
観
察
す
る
聾
者
は
、
上

に
述

べ
た
る
ほ
ざ
に
国
民
経
済
に
於
け
る

国
家
の
地
位
を
認
め
て
居
な
い
に
も
狗
ら
す
、
却

っ
て
明

か
に
或
は
暗
々
.裡
に
交
通
経
済
は
即
ち
政
治
経
済
な
b

d



こ
の
前
提
を
持
し
て
居
る
。
世
界
幽
が
出
現
せ
ざ
れ
ば
世
界
経
済
は
成
立
せ
す

ε
吉
ひ
、
世
界
國

の
出
現
は
た
ご
へ

可
能
性
が
あ
る
ざ
し
て
も
今
日
巳
に
出
現
の
傾
向
あ
り
ご
見
る
は
軍
に
主
蜆
的
意
見
に
過
ぎ
な

い
ε
云
ふ
見
解
は

可
な
り
厳
く
行
は
れ
て
居

る
。
デ
イ
ー
ル
氏
が
ビ

ユ
ヒ
や
氏
の
経
済
獲
蓬
階
段
説
を
引

い
て

ハ
ル
ム
ス
氏
の
所
説

を
駁
撃
せ
る
意
見

の
中
に
は
頗

る
鮮
明
に
如
上
の
見
解
が
現
ば
れ
て
居

る
。
併

し
世
界
國

の
出
現
如
何
ば
當
面
の

問
題
で
な

い
。
五
口
八
は
箪

に
政
治
組
織

の
骨
格
や
皮
肉

の
中
に
紹
濟
組
織
が
必
ず

入
込
ま
な
け
れ
ば
交
通
経
済
は

存
立
し
得

い
な
ε
云
ふ
約
束
の
存
し
な

い
こ
ご
を
吉

へ
ば
事
足
る
の
で
あ
る
。
「
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ

ム
」
制
度
に
よ

り
て
今
日
の
国
民
政
治
纒
濟
が
成
立
し
た
が
、
其
は
訟
り
遠
き
時
代
で
な

い
。
世
界
人
の
交
通
纏
濟
ば
政
治
脛
濟

`
な
る
べ
く
倦
ほ
餓
り
に
弱
年
で
あ
る
。
国
家
が
濁
立
し
て
経
済
制
度
を
立
て
脛
濟
敬
策
を
行
ふ
所
の
國
民
政
治

経
濟
を
見
慣
れ
た
眼
を
以
て
し
て
は
、
世
界
経
済
の
箪
純
経
済
秩
序
は
此
を
彼
ε
同
硯
す

べ
(
街
飴
b
粗
雑
で
あ

る
。
さ
れ
ご
都
市
経
済
や
領
域
痙
濟
よ
り
国
民
経
済
に
推
移
す

る
渦
渡
期
に
於
け
る
交
通
縄
濟
の
秩
序

ε
て
も
同

様

で
め
っ
た
。
荷
ほ
此
時
期

に
於
け
る
交
通
経
済

の
範
園
が
頗

る
漠
然
た
る
に
比

べ
て
は
、
世
界
経
済
は
其
外
團

が
隈
ら
れ
居
る
が
故

に
其
交
通
範
曝
は
よ
b
明
瞭

に
認
め
得
ら
れ
、
更
に
其
黙
か
ら
も
軍
純
繧
濟
で
あ
b
な
が
ら

幽共
庭
に

↓
定
の
経
済
秩
序

の
具
は
る
こ
ご
も
容
易
に
看
取
し
得

る
の
で
あ
る
。

斯
の
如
(
世
界
麗
濟
は
今
構
は
単
純
経
済

の
階
段
に
あ
る
。

さ
れ
こ
も
其

一
部
陀
る
国
際
経
済
が
己

に
幾
分
か

政
治
経
済
秩
序
を
具

へ
居

る
こ
ε
を
看
過
し
て
は
な
ら
な

い
。
国
際
法
ば
或
程
度
ま
で
国
家
を
拘
束
し
、
更
に
國
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家
を
通
じ
て
私
人
の
上
に
権
力
強
制
を
ざ
へ
加

へ
て
居

る
。
但

し
国
際
法
は
国
際
交
通

の

}
般
秩
序
を
維
持
す

る

薦
め
に
起
ら
、
通
商
日
出
の
経
済
に
齢
す
る
原
則
も

一
般
秩
序

の

】
の
場
合
に
過
ぎ
な

い
か
ら

、
此
黙
に
於
て
は

国
際
法
が
国
際
経
済
を
政
治
経
済

に
進

め
π
鐸
で
は
な
い
。
唯
だ
部
分
的
に
は
已
に
国
際

法
が
純
然
た
る
経
済
上

の
秩
序

に
ま
で
統
制
の
翼
を
振
げ

つ
、
あ
っ
て
、
国
際
脛
濟
的

に
特
権
の
保
護
、
勢
働
者
の
国
際
保
護
、
国
際
聯

合
通
信
事
業
の
如
き
其
例
に
鰍
ふ

べ
く
、
国
際
経
済
は
漸
次
に
歌
治
脛
濟
化
せ
ん
ご
し
て
居

る
。

真
庭

で

ハ
ル

の

ム
ス
氏
は
國
際
條
約
を
以
て
世
界
経
済
を
存
立
せ
し

む

る
秩
序
な
b
ご
見
た
り
氏
が
特
に
国
際

糠
約
を
擧
げ
た

る
理
由
は
、
愁
ら
く
は
他
方
に
国
民
縄
濟

の
存
立
要
素

ピ
し
て
國
激
を
塞
げ

た
る
に
劃
慮
せ
し
め
て
世
界
経
済
に

も
亦
相
當
の
法
的
秩
序

の
呉
は
る
こ
ε
を
示
し
、
以
て
之
な
き
敵
を
以
て
世
界
脛
濟
の
存
立
を
否
認

せ
ん
蓬
す
る

政
治
経
済
論
者
を
抑

へ
ん
ε
す
る
に
あ
る
で
あ
ら

ふ
・し
察
せ
ら

る
、
。
具
な
b
ご
す
れ
ば
氏
は
反
蜀
説
を
制
せ
ん

E
し
て
自
己
も
亦
歌
治
脛
濟
論
者
ご
な
り
、
国
際
條
約
に
由

る
秩
序
を
強
調
し
て
素
朴
な
る
世
界
経
済
に
厚
化
粧

を
施

こ
し
、
却

っ
て
あ
る
が
ま

、
の
世
界
経
済

の
真
相
を
誤
解

せ
し
め
.
延

い
て
は
其
の
存
在
を
否
認
す

る
反
射

説
を
勢
付
け
た
嫌
ひ
が
あ
る
り
帥
ち
デ

イ

ー

ル
氏
は
其
黙
を
捉

へ
て
、
箇
々
の
国
民
経
済
を
連
結
す

る
紐
帯
は

國
際
蘇
約
の
外

に
俗
ほ
無
数

に
あ
る
ご
反
駁
し
て
居
る
。
思
ふ
に
国
際
條
約
及
び
国
際
法
が
国
際
経
済
秩
序

の
有
.

力
な
る

　
っ
で
あ
る
こ
ご
は
疑
ひ
な

い
。
其
　庭
に
部
分
的
な
が
ら
国
際
経
済
の
政
治
経
済
秩
序
を
見

る
。
さ
れ
ざ

國
際
経
済
は
其
外

に
廣
く
軍
純
綿
濟
の
秩
序

に
負
ふ
所
が
あ
る
。
殊

に
國
際
経
濟
を
以
て
世
界
経
済
の

一
部
ε
見

5)Harm5,Vol細wirtsch雌undWe工twirtschaft.IAuH,S.IDD.1Q6.本 誌 龍 巻

第 六 號 五 十 頁 十 二 行 の 「国 際纒 濟 に 由 る秩 序」11「國 際際 約 に 由 る秩 序」の誤 。

6)Deilil,a.a.O.S.II7.
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る
吾
人
に
あ

っ
て
は
、
世
界
脛
濟
の
秩
序
は
大
禮

に
於
て
畢
純
経
済
の
其
に
止
ま

っ
て
居
る
ご
見
ざ

る

を

得

な

い

。
少
く
ε
も
其

が
現
在
に
於
て
は
安
全
な
見
解
で
あ
る
。

八

以
上
吾
人
は
経
済
交
通
の
範
圏
及
艦
系
並
に
形
式
及
秩
序

の
二
方
面
よ
り
世
界
経
済
の
何
た
る
か
を
寧
ろ
清
極

的
に
解
説
し
π
が
智
終

に
是
等
を
要
約
し
て
積
極
的
に
共
の
意
義
を
確
定
す
る
で
あ
ら
ふ
。

先
づ
交
通
の
範
囲
及
骸
系
に
就
て
盲

へ
ば
、
我
等
が
今
日
、
現
實

に
異
能
的
に
存
在
す

る
ε
認
む

る
所
の
世
界

を
麓
山
`
す
る
経
済
交
通
の
内
容
は
、
箇

々
の
國
熾
経
済
の
並
立
状
態
で
も
な
く
、
叉
其
筈
の
綜
合
状
態
で
も
な

く
、
寧
ろ
共
中
間

に
位
し
て
國
民
経
済
を
離
れ
す
而
か
も
其

に
相
節
せ
ざ

る
世
界
人
の
経
済
交
通
の
骸
系
に
外
な

ら
な

い
。

国
民
経

済
が
其
形
態
を
整

ふ
る
や
間
も
な
く
交
通
機
關
の
進
歩

に
俘
ふ
て
其
誓

の
問

に
於
け
る
渉
外
交
通
が
規

則
正
し
く
獲
畏
し
來
つ
た
。
交
通
が
開
く
る
ε
共

に
消
費
は
寧
ろ
各
国
を
通
じ
て
均
等

に
普
及
せ
ん
ε
す

る
趨
勢

に
就
く
が
、
之
に
謝
し
て
土
庄
は
寧

ろ
各
幽
の
生
産
基
礎
及
條
件
の
相
違
す

る
に
從

っ
て
差
別
な
き
を
得
な
い
。

斯
く
て
国
民
需
給
の
適
合
を
計
る
爲
め
に
劉
外
貿
易
は
必
然
に
各
国
庚
経
済
を
連
結

せ
し
む
る
。
さ
れ
ざ
貿
易
の

み
に
て
は
禾
だ
此
目
的
を
企
ふ
し
得

ざ
る
が
赦
に
之
よ
b
渉
外

の
移
住
、
投
資
〔
企
業
を
涙
生
せ
し
め
國
民
間
の
経

済
交
蓮
は
益
々
緊
密
を
加
ふ
る
。
殊
に
各
團
が
貨
幣
制
度
を
整

へ
、
殆
ご
塞
・つ
て
共
通
の
金
本
位
制

に
移

る
に
及
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ん
で
、
近

代
交

通
樫
濟

の
中
櫃

た

る
貨

幣
交
通
が
内

国

よ

り
國
民
間

に
振
張

さ

晒
、
交
通
状
態

は
其

以
前

に
比
し

殆
ご
面
目
を

薪

す

る
に
至

っ
た
。
斯
糸

蔵

民
の
渉
外
経
済
交
通
は
廣
汎
的
、
永
緬
的

ε
曾

、

一
定
の
組

驚

系
を
形
成
し
尾

其
が
即
ち
膿

欝

で
あ
・
。
然
る
に
国
民
纏
霞

も
康

治
経
参

し
て
最
も
高
度
に

進

め
る
交
罷

系
を
有
す

る
が
故
に
、
国
際
舞

の
構
成
峯

砦

畿

民
繧
濟
の
渉
外
方
面
は
必
然
に
其

の
在

内
方
面
の
大
部
分
ε
密
葉

離
の
關
係
に
立
ち
、
唯
だ
園
内

に
於
て
需
給
を
完
了
す
亙

部
分
の
経
済
交
通
だ
け

が
渉
外
交
通
舌

幾

分
の
影
響
を
受
乞

ε
し
て
智
交
通
膿
系
ε
し
て
は
圏
内
の
み
に
止
ま

っ
て
居
る
。
此

の
残

留
せ
る
凾
内

の
孤
立
語

を
除

ゼ
て
は
、
各
募

欝

欝

は
、
渉
外
交
通
よ
り
成
立
す
・
唯

一
鼠

礫
群

を

通
じ
て
・
.間
葉

が
ら
も
相
互
間

に
離
難

き
{釜

關
係
を
生
じ

面

接
の
關
係
な
る
が
故

に
國
向
脛
濟

π
る
に

止
ま
り
)
、結
局
、
各
箇

の
国
民
経
済
は
共
通
の
国
際
経
済
を
中
軸

ご
な
し
音
別
の
國
内
経
済
を
参
加
せ
し
め
て
、
世

界
人
の

一
大
交
通
騰
系
の
中
に
包
奪

ら

る
・
こ
重

な
る
。
之
蕎

ほ
國
際
経
済

ε
呼
ば
ん
に
は
其
範
園
が
蝕

り
に
廣
大
で
あ
る
。吾
人
は
其
が
国
民
経
済
を
基
礎
又
は
要
素

ε
な
し
、
其
筈
が
相
寄
り
相
結
ぷ
状
態
よ
り
見
て
、

つ

も

へ

め

假
に
之
を
世
界
に
於
け
る
欝

縫
脚
交
通
系
統
老

づ
け
た
い
。
其
は
箏

ま
で
國
を
離
れ
ざ

る
所

の
結
合
で
あ

り
・
霜

互
に
交
際
し
協
同
す

・
こ
ε
を
拒
ま
な

い
限
度
に
於
て
狸
立
せ
る
箇

々
の
敬
治
経
済

の
連
結
で
あ
る
。

然

る
に
世
界
に
於
け
・
舞

交
通
に
は
発
き
逓

べ
た
・
㌍

翼

を
基
変

量

索

書

ざ
る
別
途

の
交
通

系
統
が
あ
る
。
其
は
國
民

の
爲
に
叉
は
國
民

の
故
に
行
ふ
に
あ
ら
で
、
弊

入
間

の
並
、
纏

暴

き
進
歩
せ
る
交



'

通
機
關
に
助
け
ら
れ
、
軍

に
個
人
叉
は
祉
團
ε
し
て
世
界
各
地
の
間

篤
行
ふ
所
の
経
済
交
通
で
あ
る
σ
斯
か
る
交

通
も
国
民
の
輪
廓
の
申
に
あ
っ
て
行

ふ
も
の
な
れ
ば
、
或
は
殊
に
之
を
列
國
系
統
以
外

に
持
去
る
必
要
は
な
い
か

も
知
れ
漁
。
併
し
例

へ
ば
日
本
政
府
が
米
の
供
給
不
足
を
補
充
す

る
爲
に
外
米
を
輸
入
す

る
場
合
ざ
猶
太
人
が
自

家
の
豊
田
財
の
爲
に
「
マ
ー
ク
」
紙
幣
に
就
て
投
機
取
引
を
試
む
る
場
合
ご
を
対
比
す
れ
ば
、
其
筈
の
間

に

は

明

か

に
変
通
の
實
質
に
於
て
國
に
立
脚
す
る
ε
然
ら
ざ
る
ざ
の
差
別
が
あ
る
。
.吾
人
は
後
者
を
假
り
に
世
界
に
於
け
る

　
り

も

セ

し

ロ

へ

も

り

萬
氏
脛
濟
交
通
糸
紡

ξ
名

づ
く

る
。
其
は
組
織
内
容
を
明
か
に
す
る
上
に
於
て
列
國
系
統

よ
り
匠
別
す
る
必
要
が

あ
り
、
少
く

ご
も
交
通
艦
系
を
観
察
す

る
上
に
於
て
便
宜

で
め
る
ご
思

ふ
。

斯
く
て
世
界
に
於
け
る
脛
濟
交
通
に
は
国
民
経
済
を
連
結
す

る
所

の
列
国
交
通
系
統

ご
軍
に
地
上
の
経
済
生
活

を
連
結
す

ゐ
所
の
萬
民
交
通
系
統
ε
の
二
通
b
あ
っ
て
、
是
等
が
合
し
て
世
界
大
の
交
通
髄
系
を
形
成
す

る
。
併

し
此
の
二
系
統
は
全
く
別
箇

の
系
統
で
は
な

い
。
列
國
交
通
は
国
境
の
障
壁
を
穿
ち
て
所

々
に
通
路
を
造
り
、
市

民
交
通
は
国
境

の
嶮
岨
を
開

い
て

一
面
の
卒
地

ε
な
さ
ん
ご
す

る
も
の
で
あ

っ
て
、
世
界
交
通
の
進
化
の
上
に
於

て
同

一
の
交
通
が
二
重
の
組
織

こ
し
て
現
は
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
其
は
恰
も
聯
邦
國
が
春
郊
を
連
漁
る
聯
邦
組

織
も
者
邦
の
市
民
だ
る
資
格
を
離
れ
直
に
聯
邦
國
に
屡
す

る
資
格
に
於
て
結
合
す

る
全
國
組
織

こ
の
二
重
組
織
を

有
す
る
に
類
似
.し
て
居

る
。
此
聯
合
国
の
政
治
組
織
を
純
経
済
組
織

に
代

へ
て
考
ふ
る
,な
ら
ば
、
列
国
系
統
以
外

に
市
民
系
統

の
存
す

る
こ
ε
を
認
知
し
得

べ
く
、
且

つ
此

二
系
統
が
合
し
て

一
箇

の
世
界
人

の
交
通
艦
系
を
形
成

堕
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世
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意
農
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す

る
所
以
を
了
知
し
得
る
で
あ
ら
う
。

衣
に
世
界
を
範
圃
ε
す
る
脛
濟
交
通
は
、

一
團
交
通
器
系
を
形
成
す
る
外
に
術
ほ

【
定
の
交
通
秩
序
を
具
有
す

る
。
笠
ハは
先
き
に
述

べ
た
る
如
く
大
騰

に
於
て
自
然
経
済
秩
序

で
あ
り
且
つ
輩
純
経
済
秩
序

で
あ
る
。
叉
已
述

の

如

く
国
際
経
済

の
範
囲
に
於
て
は
已
に
か
な
り
廣
く
文
化
秩
序
及
政
治
秩
序
の
存
す

る
こ
ご
を
認
め
得

る
も
、
之

を
以
て
置
く
世
界
を
範
囲

ご
す
る
経
済
交
通
の
主
紀
る
秩
序

嘘
な
す
は
、
部
分
を
以

て
全
般
を
律
す
る
嫌
ひ
が
め

る
。
「
自
然
秩
序
及
び
軍
純
秩
序
ε
錐
も
、
荷
も
経
済
交
通

の
集
團
を
統
制
す
る
秩
序

た
る
以
上
は

一
つ
交
通
経
済

を
成
立
せ
し
む
る
上

に
於
て
さ
ま
で
謙
遜
す
る
に
及
ば
な
い
。
否
寧
ろ
世
界

に
於
け
る
脛
濟
交
通

の
秩
序
を
斯
く

見
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
丈
比
経
済
及
政
治
経
済
た
る
国
民
経
済
ε
並
立
し
て
世
界
交
通
経
済
の
矛
盾
な
き
存
立
を

認

め
得

る
の
で
あ
る
。

世
界
経
済
ε
は
何
ぞ
や
ご
吉
ふ
問
題
に
謝
し
て
は
総
て
の
観
念
の
説
明
の
如
く
二
様

の
答
案
が
與

へ
得
ら
る

、

其

一
は
是
ま
で
説
示
さ
れ
て
居
な
が
ら
而
か
も
意
義

が
歴
々
に
亘

っ
て
居
る
所

の
世
界
経
済
の
諸
観
念

に
就
て
其

の
純
粋
な
る
観
念
を
確
定
す
る
こ
ε
で
あ
b
、
其
二
は
直
に
實
際

の
現
象
に
就
て
世
界
経
済
の
角
帯
を
付
す

べ
き

一
の
限
定
さ
れ
た
る
賢
在
物
を
學
示
す

る
こ
ご
で
あ
る
。
前
者
は
穏
健
な
る
解
説
の
如
く
思
は
る

、
も
思
想
の
攣

牝
激
し
き
塒
代
に
於
て
は
彌
縫
妥
協

に
流
れ
意
義
不
徹
底
弔
終

る
恐
が
あ
る
。
後
者

ほ
推
業
者
起
主
観
的
満
足
を

9



、

興
天

得
る
も
贋
く
世

の
客
観
的
承
認
を
覚
け
得
ら
れ
な
い
危
険
が
俘

ふ
。
斯
く
て
最
も
滴
當
な
る
意
義
の
定
め
方

は
根
本

か
ら
從
來
の
最
も
廣

い
慣
用

に
抵
鯛
し
な

い
だ
け
に
止

め
て
、
世
界
経
済

の
名
聯
に
射
し
新
た
に
英
名
を

し

カ

カ

り

し

も

も

コ

へ

充
た
す

べ
き
内
容
を
魔
除
の
現
象
界
よ
り
取
來
る
こ
ご
に
あ
る
。
是
弔
從

っ
て
吾
人
は
、
世
界
経
済

ご
は
世
界
を
.

し

し

も

り

も

ロ

ヤ

カ

　

〃鞄
園
ε
す
る
交
通
経
済
な
り
ξ
な
す
。
而
し
て
其
の
交
通
維
濟
に
は
、
列
国
系
統
及
び
市
民
系
統
よ
り
成
れ
る
二

重
の
交
通
膿
系

ε
自
然
経
濟
及
び
軍
純
謹
濟
た
る
交
通
秩
序

ξ
を
包
含
せ
し
む
る
。

国
民
経
済
は
現
在

に
於
て
景
も
高
度
の
獲
展
を
遂
げ
π
る
交
通
経
済
で
あ
底
。
從

っ
て
其
以
下
の
低
級
な
る
交

通
経
済
を
持
出
し
て
其
ご
並
立
せ
し
む
る
こ
ご
は

一
見
無
意
義

の
如
く
考

へ
ら

る
、
。
さ
れ
ご
國
角
を
範
圃
ε
す

る
脛
濟
は
世
界
を
範
園
ご
す
る
経
済
を
蔽
ふ
こ
ε
は
出
来
な

い
。
勿
論
、
国
民
を
範
園
ε
す
る
ε
吉

ふ
も
、
交
通

の
場
所
及
び
常
事
者
が
其

々
の
国
土
の
内
及
び
国
人
の
問
に
限
定
さ
る

、
意
味
で
は
な
く
、
渉
外
的
に
は
世
界

の
、

隅

々
に
進
出
し
何
國
人
に
謝
し
て
も
行
は
る

、
交
通
を
典
範
園
よ
り
除
斥
す
る
課
で
は
な
い
。
吾
人
が
国
民
叉
は

世
界
を
範
圏
ε
す
る
ε
吉
ふ
は
、
経
済
支
道
の
魁
系
及
び
秩
序
の
存
立
す

る
境
涯
を
損
す
の
で
あ
る
。
此
意
味
に

於
て
國
氏
経
済
の
観
念
の
中
に
世
界
経
済
の
観
念
を
包
容
す
る
こ
ご
は
出
楽
な
い
。
同
時
に
又
斯
く
せ
ざ
る
こ
ご

に
依

っ
て
現
時
の
紛
糾

せ
叡
幾
多

の
世
界
経
済
問
題
を
解
繹
す
る
鍵
が
與

へ
ら

る

、
ご
思
ふ
。
へ完

)

.
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